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№

組
合
員
の
み
な
さ
ん
。
今
年
は
、

年
目
を
迎
え
た
住
宅
生
協
が
厳
し

い
現
情
勢
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
が

大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
政
治
も
大
き
な
変
革
が
必
要
と

さ
れ
て
お
り
、
経
済
も
た
だ
企
業
活

動
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
社
会
生
活
で
も
人
間
ど
う
し

が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
協
同
し
て
す
す

む
源
に
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
不
足
な
ど
大
き
く
変
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
来
て
お
り
ま
す
。

住
宅
生
協
は
、
ス
タ
ー
ト
の
と
き

か
ら
逆
風
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
設

立
時
は
、
高
度
成
長
の
頂
点
か
ら
下

り
に
さ
し
か
か
っ
た
時
期
で
し
た
が
、

み
な
さ
ん
の
後
押
し
で
、
こ
ん
に
ち

を
迎
え
不
十
分
な
が
ら
生
協
活
動
の

重
要
な
柱
で
あ
る
社
会
に
貢
献
で
き

る
活
動
も
で
き
る
下
地
が
つ
く
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
、
正
念
場
で
あ
り
、

み
な
さ
ま
か
ら
の
な
お
一
層
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
住
宅

生
協
の
活
動
と
発
展
の
情
況
を
と
も

に
経
験
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
！

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
手
を
携

え
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

最
近
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
工
事
に
際

し
悪
質
業
者
に
よ
る
被
害
が
新
聞
紙

上
や
テ
レ
ビ
を
賑
わ
し
て
お
り
、
さ

い
た
ま
住
宅
生
協
も
新
築
は
じ
め
リ

フ
ォ
ー
ム
等
住
宅
業
界
に
関
わ
る
立

場
か
ら
重
大
視
し
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
・
障
害
者
や
認
知
症

の
方
々
は
、
生
活
不
安
、
健
康
不
安
、

孤
独
感
な
ど
、
つ
け
入
れ
ら
れ
易
い

立
場
に
あ
り
、
さ
ら
に

歳
以
上
の

個
人
金
融
資
産
８
３
０
兆
円
と
言
わ

れ
る
巨
額
の
資
産
を
有
す
る
高
齢
者

は
、
悪
質
業
者
の
餌
食
に
な
り
易
く

被
害
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

生
協
は
、
利
益
を
得
る
事
を
目
的

に
し
た
会
社
組
織
と
は
異
な
り
組
合

員
の
く
ら
し
に
立
脚
し
た
人
間
的
な

結
び
つ
き
が
基
本
の
団
体
で
す
。

住
宅
生
協
は
悪
質
業
者
を
断
固
と

し
て
排
除
し
ま
す
。
あ
く
ま
で
組
合

員
の
立
場
に
立
っ
て
仕
事
を
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
悪
質
業
者
が
は
び
こ

る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

いま安心の住宅生協です!
建築事業高堅調 リフォーム工事１．２９倍

さ
い
た
ま
住
宅
生
活
協
同
組

合
の
第

回
総
代
会
が
５
月

日
午
後
、
埼
玉
教
育
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
活
動
報

告
、
決
算
を
承
認
、
新
年
度
方

針
を
確
定
し
、
新
役
員
を
選
任

し
ま
し
た
。

新
理
事
長

本
山

豊

前
理
事
長
村

猛



公
示
第
２
号

２
０
０
５
年
５
月

日

さ
い
た
ま
住
宅
生
活
協
同
組
合

総
代
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

畔
上

正
雄

第
７
期
総
代
選
挙
に
つ
い
て

２
０
０
５
年
５
月
１
日
付
け
公
示

に
も
と
づ
き
第
七
期
総
代
選
挙
の
立

候
補
を
受
け
付
け
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
の
選
挙
区
も
定
数
ど
お
り
の
候
補

者
で
あ
り
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
総
代
選
挙
規
約
第

条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
候
補
者
全
員

を
当
選
人
と
し
ま
す
。

当
選
人
の
氏
名

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

さ
い
た
ま
市
地
区

定
数

（
さ
い

た
ま
市
）

梓

直
幸
、
鈴
木
重
光
、
片
柳
芳
明
、

郡
・
南
埼
玉
郡
）

秋
元
末
光
、
石
川

修
、
泉

英
子
、

小
川
和
雄
、
黒
田

晃
、
小
林

隆
、

関
口
昌
男
、
篠
原
保
夫
、

橋
秀
司
、

富
田

廣
、
横
田

力
、
栗
田
俊
明

東
部
南
地
区

定
数

（
春
日
部
市
・

越
谷
市
・
八
潮
市
・
三
郷
市
・
草
加

市
・
吉
川
市
）

朝
妻
久
美
子
、
宇
田
川
謙
二
郎
、
岩

文
夫
、
嘉
藤

剛
、
小
町
誠
三
、

小
松
三
江
、
小
林
恒
彦
、
小
峰
大
介
、

今
野
周
夫
、
富
田
節
子
、
萩
原

渺
、

浜
島
宏
之
、
井
上
光
男

北
部
地
区

定
数
５
（
本
庄
市
・
秩

父
市
・
深
谷
市
・
熊
谷
市
・
大
里
郡
・

秩
父
郡
・
児
玉
郡
）

笠
原
通
正
、
斎
藤
真
琴
、
築
地
文
夫
、

右
島
英
雄
、
吉
田
廣
之

県
外
地
区

定
数
１
（
東
京
都
・
千
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総
代
会
は
、
総
代
会
運
営
規
約
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
蟹
沢
理
事
が
開

会
を
宣
言
。
総
代
会
が
定
款
に
も
と

づ
い
た
成
立
要
件
を
充
た
し
て
い
る

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

議

長

関
口

昌
男

同

北
村

千
代
樹

議
事
録
署
名
人

阿
津
澤

武
雄

同

嘉
藤

剛

一
、
開

催

日
２
０
０
５
年
５
月

日

一
、
場

所

埼
玉
教
育
会
館

一
、
総
代
定
数

人

一
、
参
加
人
数

人

（
出
席
総
代

、
書
面
議
決
書

）

参
加
役
員

人

（
出
席
理
事
９
、
監
事
１
）

組
合
員
参
加

人
（
傍
聴
）

来

賓

４
人

こ
の
あ
と
、
質
疑
が
お
こ
な
わ
れ

次
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

発
言
要
旨

阿
津
澤

総
代

〇
私
は
８
年
前
に

住
宅
生
協
で
家
を

新
築
し
た
。
新
築
し
た
場
所
は
地
盤

の
悪
い
土
質
で
し
た
が
、
し
っ
か
り

と
基
礎
工
事
を
や
っ
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
そ
の
後
の
地
震
で
も
、
少
し

の
揺
れ
を
感
ず
る
く
ら
い
で
安
心
し

て
生
活
し
て
い
る
。
家
族
一
同
、
生

活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
る
。

原

総
代

〇
早
い
次
期
か
ら

生
協
に
関
わ
っ
て

き
た
。
当
初
は
、
生
協
の
行
く
末
を

案
じ
な
が
ら
参
加
し
た
が
、
数
年
前

か
ら
事
業
実
績
も
良
好
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
本
総
代
会
で
役
員
が
交
代

さ
れ
る
と
報
告
が
あ
っ
た
が
、
是
非
、

敷
い
た
レ
ー
ル
の
基
礎
固
め
の
た
め
、

退
職
後
も
か
た
ち
を
代
え
て
参
画
し

て
欲
し
い
。

次
に
総
代
会
は
、
方
針
の
提
案
に

移
り
第
４
号
議
案
「
２
０
０
５
年
度

拡
充
す
る
運
動
も
す
す
め
て
欲
し
い
。

原

総
代

〇
認
知
症
の
方
が
ひ
ど
い
被
害
を
受

け
た
こ
と
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い

る
。
報
道
さ
れ
な
い
被
害
は
も
っ
と

あ
る
。
住
宅
生
協
は
、
広
い
意
味
で
、

被
害
者
を
救
済
し
、
事
前
に
被
害
を

予
防
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。答

弁

本
山
専
務
理
事

〇
社
会
へ
の
貢
献
や
還
元
の
実
践
は
、

ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
た
だ
、
指
摘
さ
れ
た
内
容
は
さ

け
て
通
れ
な
い
大
切
な
問
題
だ
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
公
共
機
関
や
自

治
体
へ
の
働
き
か
け
を
通
じ
て
社
会

へ
の
貢
献
、
還
元
に
つ
い
て
強
め
て

い
く
。
そ
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
立
ち
上
げ
て
す
す
め
た
い
。

〇
悪
質
業
者
の
件
は
、
時
々
の
ニ
ュ
ー

ス
に
掲
載
し
て
注
意
を
喚
起
し
て
い

る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

な
の
で
、
住
宅
生
協
の
考
え
を
ビ
ラ

な
ど
に
も
一
コ
マ
入
れ
る
よ
う
な
方

法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

埼
玉
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会
長
理
事

谷
川

宏
様

生
活
協
同
組
合
・
消
費
者
住
宅
セ
ン
タ
ー

理

事

長

久
保

峰
雄
様

さ
い
た
ま
市
障
害
者
協
議
会

事
務
局
長

田
口
秀
之
助
様

埼
玉
県
労
働
組
合
連
合
会

副

議

長

山
口

正
則
様

埼
玉
県
総
務
部

消
費
生
活
課

課

長

大
野

春
夫
様

花
菱
縫
製
生
活
協
同
組
合

理

事

長

倉
田

久
男
様

第
７
期
総
代
選
挙
当
選
者
一
覧

頼され、
る仕事を

最
後
に
、
牧
野
副
理
事
長
が
「
昨

今
の
建
築
業
界
を
と
り
ま
く
状
況

の
中
で
、
適
正
、
公
正
、
誠
実
と

い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
光
り
輝
く
時
代

が
到
来
し
た
。
生
協
は
そ
の
中
で
光

り
輝
く
存
在
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
第
十
四
回
総

代
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。



北
爪
隆
夫
、
小
林
美
智
子
、
斉
藤
光

雄
、
多
々
良
光
子
、
八
反
田
誠
、
早

川

勇
、
深
田
正
人
、
藤
本

治

県
南
地
区

定
数
６
（
川
口
市
・
鳩

ケ
谷
市
・
蕨
市
・
戸
田
市
・
新
座
市
・

朝
霞
市
・
和
光
市
・
志
木
市
）

阿
津
澤
武
雄
、
加
藤

修
、
小
山

滋
、
鈴
木
貞
行
、
原

運
、
守
屋

康
子
中
央
地
区

定
数
８
（
上
尾
市
・
桶

川
市
・
北
本
市
・
鴻
巣
市
・
伊
奈
町
・

吹
上
町
）

浅
井

勉
、
石
倉

徹
、
岩
田
治
樹
、

北
村
千
代
樹
、
佐
藤

誠
、
篠
崎
弘

光
、
柴
田
仁
美
、
戸
谷
和
男

西
部
地
区

定
数

（
富
士
見
市
・

上
福
岡
市
・
川
越
市
・
坂
戸
市
・
鶴

ヶ
島
市
・
東
松
山
市
・
比
企
郡
）

阿
部
八
郎
、
五
十
嵐
剛
、
岩
丸
郁
也
、

小
畑
美
信
、
梶
田
素
治
、
佐
藤
修
一
、

紫
関
伸
一
、
篠

賢
二
、
篠
田

博
、

杉
本
康
則
、
津
村
行
雄
、
鶴
田
昌
弘
、

森

文
行

西
南
地
区

定
数

（
所
沢
市
・
入

間
市
・
狭
山
市
・
日
高
市
・
飯
能
市
・

入
間
郡
）

新
井

巧
、
今
泉
武
利
、
荻
野
喜
太

郎
、
金
室
房
雄
、
木
村
宣
明
、
清
永

豊
昭
、
桑
原
秀
幸
、
野
本
勝
子
、
宮

野
宮
子
、
湯
沢
伸
幸
、
湯
沢
正
澄

東
部
北
地
区

定
数

（
行
田
市
・

羽
生
市
・
加
須
市
・
幸
手
市
・
蓮
田

市
・
久
喜
市
・
北
葛
飾
郡
・
北
埼
玉

葉
県
・
神
奈
川
県
・
群
馬
県
・
栃
木

県
・
そ
の
他
）

小
儀
一
男

全
県
区

定
数

（
県
内
全
域
）

五
十
畑
和
巳
、
上
村
春
夫
、
小
菅
一

美
、
河
野
茂
雄
、
児
玉
捷
之
、
酒
井

隆
三
、
櫻
井
智
子
、
佐
藤
信
一
、
佐

藤
松
則
、
鈴
木
靖
則
、
塚
崎

健
、

田
口
秀
之
助
、
吉
田
常
夫
、
棚
澤
伸

夫
、
辻
村
徹
夫
、
西
尾
裕
見
子
、

林

敏
夫
、
柳
澤
美
紀
、
樋
口
英
郎
、

熊
谷
守
朗
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総
代
会
は
議
長
に
関
口
昌
男
総
代

と
北
村
千
代
樹
総
代
を
選
出
。
議
長

は
、
議
事
録
署
名
人
に
阿
津
澤
武
雄

総
代
・
嘉
藤
剛
総
代
を
選
任
、
書
記

に
佐
藤
信
一
総
代
・
守
屋
康
子
総
代

の
両
名
を
指
名
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
小
室
副
理
事

長
が
挨
拶
し
、
さ
ら
に
、
来
賓
の
挨

拶
を
受
け
た
あ
と
祝
電
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
は
議
案
の
審
議
に
入
り
、

本
山
専
務
理
事
か
ら
第
１
号
議
案

「
２
０
０
４
年
度
の
活
動
報
告
」
第

２
号
議
案
「
２
０
０
４
年
度
の
決
算

報
告
」
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
つ
づ

い
て
監
査
報
告
を
中
村
監
事
が
行
い

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
第
３
号
議
案
２
０
０
４

年
度
剰
余
金
処
分
（
案
）」
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

活
動
方
針
と
事
業
計
画
」
「
政
治
の

動
き
と
住
宅
問
題
に
関
わ
る
情
勢
」

第
５
号
議
案
「
２
０
０
５
年
度
の
予

算
案
の
決
定
に
つ
い
て
」
第
６
号
議

案
「
２
０
０
５
年
度
借
入
金
の
最
高

限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て
」
が
提
案

さ
れ
、
質
疑
で
は
次
の
よ
う
な
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

笠
原

総
代

〇
平
成

年
に
住

宅
生
協
で
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
重
点
を
置
い
た
家
を
新

築
し
た
。
数
年
前
か
ら
親
を

自
宅
で
介
護
す
る
こ
と
に
な
っ

て
、
実
際
、
介
護
を
体
験
す

る
と
い
く
つ
か
不
便
な
点
が

出
て
い
る
。
例
え
ば
、
入
浴

介
助
や
ト
イ
レ
介
助
な
ど
。

私
は
、

歳
に
な
る
が
、

住
み
な
れ
た
家
で
生
涯
を
終

え
た
い
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

等
と
連
携
し
て
年
を
と
っ
て

も
住
め
る
家
づ
く
り
を
追
求

し
て
欲
し
い
。

ま
た
、
介
護
改
修
の
１
割

補
助
で
は
、
大
規
模
な
改
修

工
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
今

後
、
組
合
と
し
て
補
助
金
を

採
決
は
、
各
議
案
毎
に
行
な
い
、

保
留
ゼ
ロ
、
反
対
ゼ
ロ
、
賛
成

人

で
原
案
ど
お
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
は
、
役
員
の
選
挙
に
移
り

畔
上
役
員
選
考
委
員
長
か
ら
第
８
期

の
役
員
（
理
事
・
監
事
）
の
立
候
補

状
況
と
選
考
結
果
が
報
告
さ
れ
新
役

員
（
別
項
）
を
承
認
し
ま
し
た
。

総
代
会
は
休
憩
に
入
り
、
第
一
回

理
事
会
が
開
か
れ
新
体
制
を
別
項
の

通
り
決
め
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
議
長
が
書
記
を
解

任
・
議
長
も
自
ら
を
解
任
し
ま
し
た
。

納得、信頼
喜ばれる

同 同 同

顧

問

顧

問

同

監

事

監

事

同 同 同

理

事

同 同

常
務
理
事

同

副
理
事
長

理

事

長

理

事
村

猛

高
橋

昭
雄

小
室

仁
彌

小
林

昭
平

米
浦

正

中
村

秀
治

山
口

正
則

宮
前

や
す

柴
田

泰
彦

小
林

光
一

藤
川

幸
夫

菅
原

四
郎

蟹
澤

瞳

牧
野

丘

後
藤

晴
雄

本
山

豊



「
日
本
の

憲
法
を
か

え
ろ
、
と

り
わ
け
第
９
条
を
削
れ
」

と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ

政
府
の
中
枢
が
言
い
だ
し
た
要
求
だ

と
い
う
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
事
実
上

の
従
属
国
に
な
っ
て
い
る
日
本
の
軍

隊
（
自
衛
隊
）
を
、
海
外
で
ア
メ
リ

カ
軍
と
と
も
に
戦
う
こ
と
を
求
め
て

い
る
の
で
す
。

い
ま
世
界
の
大
勢
は
、
戦
争
の
な

い
世
界
を
つ
く
る
た
め
に
、
国
連
を

つ
く
る
な
ど
大
き
な
力
を
合
わ
せ
て

年
間
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
戦
争

は
人
類
の
最
大
の
愚
行
で
す
。

日
本
国
憲
法
第
九
条
は
そ
の
意
味

で
世
界
で
は
じ
め
て
戦
争
放
棄
を
高

ら
か
に
う
た
っ
た
宝
物
で
す
。

そ
の
他
、
他
国
の
憲
法
よ
り
も

「
生
存
権
」（

条
）、「
両
性
の
平
等
」

（

条
）
な
ど
を
明
示
し
た
す
ぐ
れ

た
憲
法
で
す
。

住
宅
生
協
は
自
分
た
ち
の
住
ま
い

の
確
保
と
言
う
、
人
権
に
基
づ
く
平

和
な
社
会
で
の
協
同
の
団
体
で
す
。

な
ん
と
し
て
も
平
和
憲
法
を
護
り

ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

古
い
民
家
を
モ
ダ
ン
に
改
築

失
敗
か
ら
再
生
へ
（
心
強
い
生
協
の
存
在
）

「
こ
ん
に
ち
は
、
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。」
ご
主
人
の
元
気
な
声

で
出
迎
え
ら
れ
、
奥
様
に
入
れ
て
い

た
だ
い
た
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
な

が
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

生
協

当
組
合
に
、
ご
依
頼
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
？

ご
主
人

昨
年
、
知
人
の
建
築
士
の

紹
介
に
よ
る
大
工
さ
ん
に
工
事
を
お

願
い
し
ま
し
た
が
、
解
体
の
不
手
際

に
始
ま
り
、
日
に
日
に
不
安
が
増
し

て
い
き
ま
し
た
。

生
協

な
ぜ
不
安
が
増
し
て
い
っ
た

の
で
す
か

ご
主
人

大
工
さ
ん
に
、
柱
を
入
れ

替
え
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
「
そ
れ
は
で
き
な
い
」
と
言
わ

れ
、
そ
の
上
に
、
増
築
部
分
の
屋
根

勾
配
が
ゆ
る
く
て
雨
水
の
処
理
が
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
、
床
下
の
基
礎

へ
の
不
安
な
ど
が
重
な
り
、
昨
年
の

７
月
に
す
べ
て
の
工
事
を
中
止
し
ま

し
た
。

生
協

思
い
き
っ
た
決
断
で
し
た
ね

ご
主
人

そ
う
で
す
ね
、
工
事
を
中

止
し
た
時
点
で
は
、
壁
が
す
べ
て
取

り
壊
さ
れ
、
柱
だ
け
の
状
態
で
し
た
。

毎
日
が
不
安
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
親
族
か
ら
住
宅
生

協
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

生
協

当
組
合
の
対
応
は
い
か
が
で

し
た
か

ご
主
人

生
協
専
属
の
技
術
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
「
こ

の
状
態
は
危
険
だ
」
と
ズ
バ
リ
指
摘

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
親
身

に
相
談
に
の
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
、

訴
訟
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
昨
年
の
９
月
の
こ
と

で
、
そ
の
後
、
皆
さ
ん
の
ご
助
力
に

よ
り
、
今
年
の
２
月
か
ら
工
事
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
協

工
事
の
仕
上
が
り
は
い
か
が

で
し
た
か

奥
様

大
満
足
で
す
。
建
物
は
大
工

さ
ん
次
第
で
こ
う
も
変
わ
る
も
の
か

と
驚
い
て
い
ま
す
。
信
頼
こ
そ
が
安

心
に
つ
な
が
る
も
の
と
実
感
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
助
け
て
い

た
だ
い
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
お

蔭
様
で
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
と
て
も

楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

ご
主
人

住
宅
生
協
は
組
合
員
の
立

場
に
た
っ
た
組
合
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
回
、
私
た
ち
組
合
員
の
意
識

も
大
切
だ
と
大
い
に
学
び
ま
し
た
。

私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
困
っ
て
い
る

方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
組
合
の
存
在
を
心
強
く

思
い
ま
し
た
。

生
協

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

悪
質
業
者
の
被
害
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
昨
今
、
県
民
を
悪
質
業
者
か

ら
守
る
こ
と
も
住
宅
生
協
の
使
命
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
み
ん
な

の
協
同
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

住 宅 生 協 に ゅ う す2005年7月

建築 0120-406-902 消毒 0120-502-817 www.houscoop.or.jp
土地・建物の売買､賃貸の仲介も扱っております｡

〔 4〕

今
回
は
、
群
馬
県
と
の
県
境

に
あ
る
完
成
間
近
の
木
村
邸
を

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

木
村
勲
さ
ん
は
陶
芸
家
で
山

間
部
の
神
泉
村
に
お
住
ま
い
で

す
。
（
お
宅
は
緑
に
囲
ま
れ
、

窓
越
し
か
ら
の
風
景
は
絶
景
で

す
。）

第14期
「ハングル」講座（入門）

全15回 ２万５千円
（学生１万５千円）
問合せ先：
日朝協会埼玉県連合会
電話：048-832-0139

９
条
の
会
呼
び
か
け
人

高
橋

昭
雄
（
埼
玉
協
同
病
院
名
誉
院
長
）

第16回
住まいの学習講座

テーマ 住まいづくりは生き方づくり
健康で安全な住まいづくり

期 日：2005年9月3日（土）
午後２時～５時まで

場 所：埼玉教育会館
入場無料 定員 50名

「九条の会」
発足記念講演のご案内

日時 10月21日（金）
18:30～21:00

場所
さいたま共済会館5F


